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晴
れ
間
か
ら
外
を
見
渡
す
と
田
植

え
も
す
っ
か
り
終
わ
り
、青
々
と
し
た
苗

が
す
く
す
く
と
育
って
い
ま
す
。

　
私
の
子
ど
も
の
頃
は
、６
月
が
田
植

え
の
本
番
で
し
た
が
、今
は
５
月
中
に
は

ほ
と
ん
ど
の
家
が
終
わ
る
よ
う
で
す
。

昔
と
比
べ
ま
す
と
１
ヶ
月
、あ
る
い
は
そ

れ
以
上
早
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
そ
ん
な
中
、６
月
16
日
、表
紙
の
写
真

に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、国
道
１
１
８

号
鳳
坂
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
安
全
祈
願
祭

及
び
起
工
式
が
執
り
行
わ
れ
、総
延
長

２
．５
ｋｍ
、平
成
33
年
度
中
の
完
成
を

目
指
し
、い
よ
い
よ
工
事
に
ゴ
ー
サ
イ
ン

が
で
ま
し
た
。完
成
し
ま
す
と
、湯
本・

二
岐
方
面
の
距
離
が
グ
ン
と
近
く
な
り
、

村
の
風
景
も
一
味
違
っ
た
も
の
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　
本
当
に
長
い
間
、国
や
県
に
陳
情
を

重
ね
、こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。感
慨
深
い一日
で
し
た
。

定例会は3月、6月、9月、12月に
行われます。詳しくは議会事務局
へお問い合わせください。

議会のホームページが開設されていま
す。議会の概要、会議録（平成24年3月以
降の定例会・臨時会）、議会だよりが掲載
されています。
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内容については12ページをご覧ください。

　本議会でも長年に渡り要望
活動を進めてきた鳳坂トンネ
ルの安全祈願祭及び起工式
が鳳坂峠羽鳥展望台にて執り
行われました。
　鳳坂トンネル（仮称）は天栄
村大字牧之内地内を起点とし、
大字羽鳥地内に至る全長約
3.4ｋｍを整備するものです。
完成すると延長2.5ｋｍの長
大トンネルや羽鳥湖に架かる
橋が整備される予定となって
います。
　トンネルが開通されること
により、冬期間における交通
の安全確保や産業・観光の振
興が図られることが期待され
ます。

国道１１８号鳳坂トンネル（仮称）
安全祈願祭・起工式
［平成29年6月16日］

トンネル全体平面図

（県資料より引用）
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　本定例会では、条例が改正となった農業委員
の選任についての同意や条例改正、平成29年度
一般会計補正予算など８議案を同意・可決し、平
成28年度の明許繰越・事故繰越の報告を承認し
ました。
　また、１件の陳情を審議・採択とし、議員から1
件の発議案が提出・採択されました。
　一般質問では、３名の議員が、指定管理者制度
や天栄米栽培研究会について問いました。

家族連れが訪れるオートキャンプ場

６月に行われた春季連合検閲式

6月定例会［会期］ ６月６日～9日まで

天栄村農業委員会委員９名の選任に同意
条例改正など８議案を採択

農業経営体育成支援事業補助金３５６万円計上

Pickup!! ［議案第４号］ 天栄村羽鳥湖畔オートキャンプ場条例の一部改正

キャンプ場の利用料が
変動可能に

貸ボートはどこに収納してあり、どういった
状態なのか。

［服部議員］Q

現在は旧羽鳥小学校へ保管しており、平成１９年に購入
してから約９年が経過。状態も良好ではなく、再開して
も利用者が見込めないため、今年度中に処分の方法に
ついて検討を進める。

［産業課長］A

この補助金とはどういった内容のものなのか。
［北畠議員］Q

認定農業者の方が購入する機械に対する助成。事業費の総額７１２.８万円のうち、県の補助３０％、村
の補助２０％となるため、５０％分が今回の補正額となっている。

［産業課長］A

　羽鳥湖畔オートキャンプ場について、繁忙期等における料金を指定管理者である株式会社天栄村振興公社
が規定の範囲内で設定できるよう条例の改正を行いました。それと併せて、現在使用されていない手漕ぎボー
トの貸付に関する条文を削除するものです。

可決

可決

Pickup!! ［議案第５号］ 財産の取得に関し議決を求めることについて

小型動力ポンプ付積載車１台を購入
２分団第３班消防屯所（西郷地区）へ
　村消防団へ貸与する「小型動力ポンプ付き積載車」の購入な
どは、財産の取得となるため、議会の議決が必要になります。
本定例会において議案第５号が可決となり、積載車１台の購入
が決まりました。納入期限は今年１２月２５日で、本年中には２分
団第３班消防屯所へ納入されます。

Pickup!! ［議案第７号］ 平成２９年度天栄村一般会計補正予算

債務負担行為を補正
湯本デイサービスセンター管理業務委託８２０万円
　今年度新設される湯本デイサービスセンターの指定管理者の指定期間が平成２９～３１年度となっているた
め、平成３０～３１年度分について債務負担行為の補正を行うものです。

可決

　平成２９年度一般会計補正予算は歳入歳出それぞれ１億２０４６万円を追加し、歳入歳出予算の総額はそ
れぞれ４９億８０９６万円で可決となりました。
　また、平成２９年度天栄村国民健康保険特別会計は、歳入歳出それぞれ３８３４万円を減額し、歳入歳出予
算の総額はそれぞれ８億３８２万円で可決となりました。

平成２9年度一般会計・国民健康保険
特別会計補正予算が可決

議員発議案を議決、意見書提出へ

東日本大震災によって経済的に困窮している家庭の
子どもたちの就学・修学を保障するため、引き続き、平
成３０年度以降も全額国費で支援する「被災児童生徒
就学支援等事業交付金」による十分な就学支援に必要
な予算確保は不可欠であると判断することから、国へ
の意見書の提出が必要であると考える。

国の「被災児童生徒就学
支援等事業」の継続と、被
災児童生徒の十分な就学
支援を求める意見書の提
出を求める陳情

【意見書の送付先】 財務大臣・総務大臣・復興大臣・文部科学大臣

陳情書１件を受け付け、委員会での審査の結果を踏まえ、本定例会において採択となりました。

　１つの事業や事務を行う際に、当該事業が単年度では終わらないことが確定しており、
後年度においても「費用負担＝支出」をしなければならない場合、議会の議決を得て、その
期間と費用負担の限度額を確定するものです。地方自治法第２１４条に規定されています。

「債務負担行為」ってなに？？

農業委員による現地調査（昨年）
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補正予算 可決

平成29年第２回臨時会の議案審議結果
［会期］ 4月19日

専決処分

　平成２９年４月１９日に開会された第２回臨時会において、３件の議案が審議され、原案どおり承認・可決
となりました。議案の内容は下記のとおりです。

　本来、議会の議決・決定を経なければ
ならない事柄について、特定の場合に限
り、地方公共団体の長が地方自治法の
規定に基づいて、事前に決定することが
できます。処分後には、議会で報告し、承
認を得る必要がありますが、承認を得ら
れなくても決定は有効とされます。

「専決処分」ってなに？？

承認

残土置場の面積と距離はどのくらいを見込んでいるのか。
［北畠議員］Q

残土置場の予定面積は3万4,000平米、距離としては約6km程度となっている。
［建設課長］A

地方税法の一部を
改正
　法改正に伴い、天栄村税条例の条文構
成や文言の一部を改正するものです。平
成29年4月1日から施行するため、同年3
月31日に専決処分しています。

後期高齢者医療特別会計
54万円を補正
　後期高齢者の保険料は村が徴収し、年度中に全額を広
域連合へ納付しています。
平成28年度末時点で高額所得者の所得修正等により、
納付額が予算を上回ることとなったため増額補正を行っ
たものです。

平成２９年度天栄村一般会計補正予算
（歳入歳出それぞれ６５０万円を追加）
■主な内容　
　国道１１８号鳳坂トンネルの掘削によって発生する
残土置場を中郷地区に賃借。それによって発生する
賃借料や立地補償料及び農業補償料を予算化したも
のです。

　「
季
の
里
天
栄
」拡
充
計
画
の
進
捗

状
況
は
。

　
測
量
が
完
了
し
、現
在
、建
物・駐
車

場
の
配
置
や
規
模
な
ど
基
本
的
な
全

体
計
画
を
ま
と
め
て
い
る
。整
い
次
第

議
会
に
説
明
し
、そ
の
後「
検
討
委
員

会
」で
審
議
し
最
終
的
な
決
定
と
な
る
。

　
売
り
場
が
狭
い
。面
積
は
広
く
す
る

の
か
。

　
売
り
場
、食
堂
も
含
め
広
げ
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
検
討
委
員
会
の
構
成
は
。

　
生
産
者
、商
業
、観
光
、県
関
係
な
ど

お
お
よ
そ
15
名
程
度
を
考
え
て
い
る
。

　「
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
天
栄
」の
圧
雪

車
は
。

　
旧
圧
雪
車
を
業
者
に
点
検
さ
せ
た

結
果
、修
理
に
は
１
千
万
円
を
超
え
る

見
込
み
で
経
年
劣
化
も
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、新
た
な
圧
雪
車
の
導
入
を

６
月
定
例
会
に
補
正
予
算
計
上
し
た
。

　
ス
キ
ー
場
の
事
業
計
画
は
出
て
い

る
の
か
。

　
５
年
後
の
目
標
と
し
て
、入
場
者
数

で
１
万
３
千
人
、収
入
で
２
千
２
百
万

円
と
設
定
し
、指
定
管
理
料
も
可
能
な

限
り
削
減
す
る
計
画
。

　
平
成
31
年
に
開
催
の「
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
世
界
大
会
」で
は
ど
う
い
う
事
業

を
展
開
す
る
の
か
。

　
９
月
28
日
か
ら
９
日
間
、羽
鳥
湖
高

原
地
域
で
開
催
の
予
定
。事
業
内
容
は

ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
が
、村
の
観
光

活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
実
行
委
員

会
な
ど
と
協
議
し
て
い
く
予
定
。

　
羽
鳥
湖
畔
の
キ
ャ
ン
プ
場
は
、シ
ャ

ワ
ー
や
ト
イ
レ
な
ど
不
備
が
目
立
つ
。

人
を
更
に
呼
ぶ
た
め
に
大
き
な
改
修

が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

　
今
年
度
当
初
予
算
で
３
４
０
万
を

計
上
し
風
呂
場
、ト
イ
レ
の
改
修
を
行

う
計
画
。

　
村
内
児
童・生
徒
の
体
格
レ
ベ
ル
は
。

　
昨
年
度
の
５
年
生
と
中
学
２
年
で

は
身
長・体
重
と
も
に
ほ
ぼ
全
国
や
県

平
均
よ
り
上
回
っ
て
い
る
。（
５
年
男
子

体
重
は
県
よ
り
や
や
低
い
）

　
い
じ
め
や
不
登
校
の
実
態
は
。

　
い
じ
め
の
認
知
が
疑
わ
し
い
事
案

も
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
事
と
な
り
、い
じ

め
と
疑
わ
れ
る
事
案
は
発
生
し
て
い

る
の
が
現
状
。細
や
か
な
対
応
と
早
期

発
見
で
対
処
し
て
い
る
。

　
不
登
校
で
は
、現
在
小
学
校
１
名
、

中
学
校
１
名
が
不
登
校
状
態
に
あ
る
。

復
帰
に
向
け
て
、学
校
を
中
心
に
保
護

者
、各
組
織
な
ど
連
携
を
密
に
し
て
努

力
し
て
い
く
。

　
村
児
童・生
徒
の
学
力
レ
ベ
ル
は
。

　
４
月
の「
全
国
学
力
テ
ス
ト
」の
結

果
は
現
在
集
計
中
。昨
年
の「
県
学
力

テ
ス
ト
」で
は
、小
学
校
で
は
国
語
が

平
均
並
み
、算
数
４・６
ポ
イ
ン
ト
、理

科
で
５・５
上
回
り
、中
学
校
で
は
国・

数・理
が
平
均
並
み
で
英
語
で
は
５・３

ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
成
績
だ
っ
た
。４

月
の
結
果
も
期
待
し
て
い
る
。
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長
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長

教
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長
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補正予算 可決

平成29年第２回臨時会の議案審議結果
［会期］ 4月19日

専決処分

　平成２９年４月１９日に開会された第２回臨時会において、３件の議案が審議され、原案どおり承認・可決
となりました。議案の内容は下記のとおりです。

　本来、議会の議決・決定を経なければ
ならない事柄について、特定の場合に限
り、地方公共団体の長が地方自治法の
規定に基づいて、事前に決定することが
できます。処分後には、議会で報告し、承
認を得る必要がありますが、承認を得ら
れなくても決定は有効とされます。

「専決処分」ってなに？？

承認

残土置場の面積と距離はどのくらいを見込んでいるのか。
［北畠議員］Q

残土置場の予定面積は3万4,000平米、距離としては約6km程度となっている。
［建設課長］A

地方税法の一部を
改正
　法改正に伴い、天栄村税条例の条文構
成や文言の一部を改正するものです。平
成29年4月1日から施行するため、同年3
月31日に専決処分しています。

後期高齢者医療特別会計
54万円を補正
　後期高齢者の保険料は村が徴収し、年度中に全額を広
域連合へ納付しています。
平成28年度末時点で高額所得者の所得修正等により、
納付額が予算を上回ることとなったため増額補正を行っ
たものです。

平成２９年度天栄村一般会計補正予算
（歳入歳出それぞれ６５０万円を追加）
■主な内容　
　国道１１８号鳳坂トンネルの掘削によって発生する
残土置場を中郷地区に賃借。それによって発生する
賃借料や立地補償料及び農業補償料を予算化したも
のです。

　「
季
の
里
天
栄
」拡
充
計
画
の
進
捗

状
況
は
。

　
測
量
が
完
了
し
、現
在
、建
物・駐
車

場
の
配
置
や
規
模
な
ど
基
本
的
な
全

体
計
画
を
ま
と
め
て
い
る
。整
い
次
第

議
会
に
説
明
し
、そ
の
後「
検
討
委
員

会
」で
審
議
し
最
終
的
な
決
定
と
な
る
。

　
売
り
場
が
狭
い
。面
積
は
広
く
す
る

の
か
。

　
売
り
場
、食
堂
も
含
め
広
げ
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
検
討
委
員
会
の
構
成
は
。

　
生
産
者
、商
業
、観
光
、県
関
係
な
ど

お
お
よ
そ
15
名
程
度
を
考
え
て
い
る
。

　「
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
天
栄
」の
圧
雪

車
は
。

　
旧
圧
雪
車
を
業
者
に
点
検
さ
せ
た

結
果
、修
理
に
は
１
千
万
円
を
超
え
る

見
込
み
で
経
年
劣
化
も
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、新
た
な
圧
雪
車
の
導
入
を

６
月
定
例
会
に
補
正
予
算
計
上
し
た
。

　
ス
キ
ー
場
の
事
業
計
画
は
出
て
い

る
の
か
。

　
５
年
後
の
目
標
と
し
て
、入
場
者
数

で
１
万
３
千
人
、収
入
で
２
千
２
百
万

円
と
設
定
し
、指
定
管
理
料
も
可
能
な

限
り
削
減
す
る
計
画
。

　
平
成
31
年
に
開
催
の「
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
世
界
大
会
」で
は
ど
う
い
う
事
業

を
展
開
す
る
の
か
。

　
９
月
28
日
か
ら
９
日
間
、羽
鳥
湖
高

原
地
域
で
開
催
の
予
定
。事
業
内
容
は

ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
が
、村
の
観
光

活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
実
行
委
員

会
な
ど
と
協
議
し
て
い
く
予
定
。

　
羽
鳥
湖
畔
の
キ
ャ
ン
プ
場
は
、シ
ャ

ワ
ー
や
ト
イ
レ
な
ど
不
備
が
目
立
つ
。

人
を
更
に
呼
ぶ
た
め
に
大
き
な
改
修

が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

　
今
年
度
当
初
予
算
で
３
４
０
万
を

計
上
し
風
呂
場
、ト
イ
レ
の
改
修
を
行

う
計
画
。

　
村
内
児
童・生
徒
の
体
格
レ
ベ
ル
は
。

　
昨
年
度
の
５
年
生
と
中
学
２
年
で

は
身
長・体
重
と
も
に
ほ
ぼ
全
国
や
県

平
均
よ
り
上
回
っ
て
い
る
。（
５
年
男
子

体
重
は
県
よ
り
や
や
低
い
）

　
い
じ
め
や
不
登
校
の
実
態
は
。

　
い
じ
め
の
認
知
が
疑
わ
し
い
事
案

も
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
事
と
な
り
、い
じ

め
と
疑
わ
れ
る
事
案
は
発
生
し
て
い

る
の
が
現
状
。細
や
か
な
対
応
と
早
期

発
見
で
対
処
し
て
い
る
。

　
不
登
校
で
は
、現
在
小
学
校
１
名
、

中
学
校
１
名
が
不
登
校
状
態
に
あ
る
。

復
帰
に
向
け
て
、学
校
を
中
心
に
保
護

者
、各
組
織
な
ど
連
携
を
密
に
し
て
努

力
し
て
い
く
。

　
村
児
童・生
徒
の
学
力
レ
ベ
ル
は
。

　
４
月
の「
全
国
学
力
テ
ス
ト
」の
結

果
は
現
在
集
計
中
。昨
年
の「
県
学
力

テ
ス
ト
」で
は
、小
学
校
で
は
国
語
が

平
均
並
み
、算
数
４・６
ポ
イ
ン
ト
、理

科
で
５・５
上
回
り
、中
学
校
で
は
国・

数・理
が
平
均
並
み
で
英
語
で
は
５・３

ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
成
績
だ
っ
た
。４

月
の
結
果
も
期
待
し
て
い
る
。
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今
後
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の
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は
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村
振
興
公
社
が
株
式
会
社
と
な

り
、村
も
株
主
と
な
っ
た
が
、そ
れ
に

伴
い
村
が
経
営
等
に
対
し
て
の
関
わ

り
方
に
つ
い
て
ど
う
変
わ
る
の
か
、

従
前
の
や
り
方
と
ど
こ
が
違
う
の
か
。

現
在
、一般
財
団
法
人
の
解
散
手
続

き
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、今
後
正
式

解
散
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、当
時
出
資
し
た一億
円
は
ど

の
よ
う
に
清
算
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

　一般
財
団
法
人
の
際
は
理
事
と
し

て
、株
式
会
社
移
行
後
は
取
締
役
と

し
て
い
ず
れ
も
私
が
就
任
し
、公
社

業
務
の
意
志
決
定
や
業
務
執
行
に

当
た
っ
て
お
り
、村
の
関
わ
り
が
大

き
く
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

　
株
式
会
社
は
、豊
富
な
経
験
と
経

営
感
覚
に
優
れ
た
民
間
の
方
が
代

表
取
締
役
と
し
て
常
駐
さ
れ
、業
務

全
体
を
見
据
え
た
適
切
な
指
示
の

下
、会
社
運
営
が
な
さ
れ
て
お
り
、

組
織
の
活
性
化
や
業
績
の
進
展
が

図
れ
る
も
の
と
、期
待
し
て
い
る
。

　
解
散
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

一般
財
団
法
人
を
３
月
31
日
を
も
っ

て
解
散
し
、４
月
１
日
に「
清
算
法

人
」に
移
行
、債
務
の
確
定
や
弁
済

等
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

早
け
れ
ば
９
月
中
に
も
終
了
す
る
見

込
み
。終
了
後
、決
算
承
認
や
、県
へ

の
届
け
出
等
法
令
に
基
づ
く
手
続
き

を
行
い
、そ
の
後
、村
出
資
の一億
円

を
含
め
、残
余
財
産
の
全
額
を
村
に

寄
付
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
一億
円
の
出
資
金
の
処
分
に
つ
い

て
は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　一般
会
計
に
繰
り
入
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
。

　
村
も
株
主
と
な
る
が
、法
人
以
外

の
個
人
、農
家
や一般
の
方
が
株
主
に

な
る
こ
と
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
村
と
商
工
会
、Ｊ
Ａ
の
三
者
の
み

と
考
え
て
い
る
。個
人
出
資
の
募
集

は
考
え
て
い
な
い
。

　
本
来
道
の
駅
は
農
産
物
の
直
売

所
と
し
て
の
目
的
で
建
設
し
、農
家

の
収
入
ア
ッ
プ
や
生
産
組
織
の
経
営

を
良
く
す
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
が
、

株
式
会
社
へ
移
行
し
た
場
合
、ど
う

村
が
関
わ
っ
て
農
産
物
の
納
入
な
ど

は
ど
う
す
る
の
か
。

　
出
荷
の
条
件
と
し
て
、農
家
の
方

へ
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
補
助
金
を
出

す
な
ど
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

さ
ら
に
道
の
駅
へ
意
欲
的
に
出
荷
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、支
払
い
を
月

２
回
に
す
る
よ
う
努
め
、よ
り
良
い

も
の
が
出
る
シ
ス
テ
ム
作
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
今
ま
で
ど
お
り

村
内
の
業
者
、農
産

物・酒
や
お
菓
子
な

ど
が
、積
極
的
に
販

売
で
き
る
よ
う
に

し
て
頂
き
た
い
。

　
村
の
道
の
駅
、直

売
施
設
な
の
で
地

元
の
物
を
優
先
し
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る

な
か
で
売
場
面
積

を
拡
張
す
る
な
ど

販
売
促
進
に
努
め

て
い
く
。

天
栄
村
ブ
ラ
ン
ド
化

推
進
協
議
会
と

天
栄
米
栽
培
研
究
会
は

一本
化
で
き
る
か

2

天
栄
米
栽
培

研
究
会
の

活
動
内
容
は

1
　
今
年
３
月
末
ま
で
会
員
の
募
集

を
し
た
が
、申
し
込
み
は
何
名
あ
っ

た
の
か
、発
足
か
ら
現
在
ま
で
の
会

員
数
の
増
減
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
、ま
た
発
足
か
ら
10
年
間
に
お

け
る
研
究
事
業
等
の
活
動
内
容
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
今
年
度
に
つ
い
て
は

３
名
の
申
し
込
み
が
あ

り
、発
足
時
は
33
名
、震

災
時
は
21
名
に
減
少
し
、

現
在
30
名
と
な
る
。毎

年
１
回
程
度
の
募
集
を

行
い
、漢
方
資
材
と
有
機

肥
料
か
ら
作
ら
れ
た
土

壌
改
良
材
を
用
い
た「
漢

方
環
境
農
法
」や
、農
薬
、

除
草
剤
等
を
、特
別
栽

培
の
基
準
以
上
に
削
減

し
た
栽
培
方
法
な
ど
の

調
査
研
究
及
び
実
践
し
、そ
れ
ら
の

情
報
を
会
員
で
共
有
で
き
る
よ
う

毎
月
１
回
定
例
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　
研
究
成
果
を
広
く
村
民
に
公
表

し
て
は
ど
う
か
。

　
有
志
が
中
心
と
な
っ
て
発
足
し
た

会
な
の
で
、多
く
の
方
に
研
究
会
に

参
加
頂
き
、そ
の
中
で
情
報
共
有
を

図
り
、よ
り
良
い
米
作
り
の
た
め
の

底
上
げ
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
こ
の
２
つ
の
団
体
を
一本
化
し
、

協
議
会
の
予
算
を
増
や
し
、そ
の

中
か
ら
研
究
会
に
対
し
助
成
を

し
、村
の
た
め
に
活
動
し
て
い
け

な
い
か
。　

　
天
栄
村
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議

会
は
、村
の
農
産
物
全
体
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
推
進
す
る
た
め
、村
や
農
協
、

農
業
委
員
会
、商
工
会
な
ど
の
団
体

で
構
成
す
る
組
織
。

　
天
栄
米
栽
培
研
究
会
は
、良
食
味

米
の
生
産
に
取
り
組
み
た
い
方
々
が

組
織
し
て
い
る
生
産
者
の
団
体
で
あ

り
、構
成
員
や
活
動
内
容
が
異
な
っ

て
お
り
、組
織
を
統
合
し
、一体
的
な

活
動
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
団

体
ご
と
に
活
動
を
続
け
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管
理
）

認
証
の
取
得
が
急
務
だ
と
考
え

る
が
。　

　
村
も
支
援
し
、早
急
な
Ｇ
Ａ
Ｐ
認

証
の
取
得
を
目
指
し
て
い
く
。
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村
振
興
公
社
が
株
式
会
社
と
な

り
、村
も
株
主
と
な
っ
た
が
、そ
れ
に

伴
い
村
が
経
営
等
に
対
し
て
の
関
わ

り
方
に
つ
い
て
ど
う
変
わ
る
の
か
、

従
前
の
や
り
方
と
ど
こ
が
違
う
の
か
。

現
在
、一般
財
団
法
人
の
解
散
手
続

き
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、今
後
正
式

解
散
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、当
時
出
資
し
た一億
円
は
ど

の
よ
う
に
清
算
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

　一般
財
団
法
人
の
際
は
理
事
と
し

て
、株
式
会
社
移
行
後
は
取
締
役
と

し
て
い
ず
れ
も
私
が
就
任
し
、公
社

業
務
の
意
志
決
定
や
業
務
執
行
に

当
た
っ
て
お
り
、村
の
関
わ
り
が
大

き
く
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

　
株
式
会
社
は
、豊
富
な
経
験
と
経

営
感
覚
に
優
れ
た
民
間
の
方
が
代

表
取
締
役
と
し
て
常
駐
さ
れ
、業
務

全
体
を
見
据
え
た
適
切
な
指
示
の

下
、会
社
運
営
が
な
さ
れ
て
お
り
、

組
織
の
活
性
化
や
業
績
の
進
展
が

図
れ
る
も
の
と
、期
待
し
て
い
る
。

　
解
散
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

一般
財
団
法
人
を
３
月
31
日
を
も
っ

て
解
散
し
、４
月
１
日
に「
清
算
法

人
」に
移
行
、債
務
の
確
定
や
弁
済

等
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

早
け
れ
ば
９
月
中
に
も
終
了
す
る
見

込
み
。終
了
後
、決
算
承
認
や
、県
へ

の
届
け
出
等
法
令
に
基
づ
く
手
続
き

を
行
い
、そ
の
後
、村
出
資
の一億
円

を
含
め
、残
余
財
産
の
全
額
を
村
に

寄
付
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
一億
円
の
出
資
金
の
処
分
に
つ
い

て
は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　一般
会
計
に
繰
り
入
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
。

　
村
も
株
主
と
な
る
が
、法
人
以
外

の
個
人
、農
家
や一般
の
方
が
株
主
に

な
る
こ
と
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
村
と
商
工
会
、Ｊ
Ａ
の
三
者
の
み

と
考
え
て
い
る
。個
人
出
資
の
募
集

は
考
え
て
い
な
い
。

　
本
来
道
の
駅
は
農
産
物
の
直
売

所
と
し
て
の
目
的
で
建
設
し
、農
家

の
収
入
ア
ッ
プ
や
生
産
組
織
の
経
営

を
良
く
す
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
が
、

株
式
会
社
へ
移
行
し
た
場
合
、ど
う

村
が
関
わ
っ
て
農
産
物
の
納
入
な
ど

は
ど
う
す
る
の
か
。

　
出
荷
の
条
件
と
し
て
、農
家
の
方

へ
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
補
助
金
を
出

す
な
ど
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

さ
ら
に
道
の
駅
へ
意
欲
的
に
出
荷
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、支
払
い
を
月

２
回
に
す
る
よ
う
努
め
、よ
り
良
い

も
の
が
出
る
シ
ス
テ
ム
作
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
今
ま
で
ど
お
り

村
内
の
業
者
、農
産

物・酒
や
お
菓
子
な

ど
が
、積
極
的
に
販

売
で
き
る
よ
う
に

し
て
頂
き
た
い
。

　
村
の
道
の
駅
、直

売
施
設
な
の
で
地

元
の
物
を
優
先
し
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る

な
か
で
売
場
面
積

を
拡
張
す
る
な
ど

販
売
促
進
に
努
め

て
い
く
。

天
栄
村
ブ
ラ
ン
ド
化

推
進
協
議
会
と

天
栄
米
栽
培
研
究
会
は

一本
化
で
き
る
か

2

天
栄
米
栽
培

研
究
会
の

活
動
内
容
は

1
　
今
年
３
月
末
ま
で
会
員
の
募
集

を
し
た
が
、申
し
込
み
は
何
名
あ
っ

た
の
か
、発
足
か
ら
現
在
ま
で
の
会

員
数
の
増
減
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
、ま
た
発
足
か
ら
10
年
間
に
お

け
る
研
究
事
業
等
の
活
動
内
容
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
今
年
度
に
つ
い
て
は

３
名
の
申
し
込
み
が
あ

り
、発
足
時
は
33
名
、震

災
時
は
21
名
に
減
少
し
、

現
在
30
名
と
な
る
。毎

年
１
回
程
度
の
募
集
を

行
い
、漢
方
資
材
と
有
機

肥
料
か
ら
作
ら
れ
た
土

壌
改
良
材
を
用
い
た「
漢

方
環
境
農
法
」や
、農
薬
、

除
草
剤
等
を
、特
別
栽

培
の
基
準
以
上
に
削
減

し
た
栽
培
方
法
な
ど
の

調
査
研
究
及
び
実
践
し
、そ
れ
ら
の

情
報
を
会
員
で
共
有
で
き
る
よ
う

毎
月
１
回
定
例
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　
研
究
成
果
を
広
く
村
民
に
公
表

し
て
は
ど
う
か
。

　
有
志
が
中
心
と
な
っ
て
発
足
し
た

会
な
の
で
、多
く
の
方
に
研
究
会
に

参
加
頂
き
、そ
の
中
で
情
報
共
有
を

図
り
、よ
り
良
い
米
作
り
の
た
め
の

底
上
げ
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
こ
の
２
つ
の
団
体
を
一本
化
し
、

協
議
会
の
予
算
を
増
や
し
、そ
の

中
か
ら
研
究
会
に
対
し
助
成
を

し
、村
の
た
め
に
活
動
し
て
い
け

な
い
か
。　

　
天
栄
村
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議

会
は
、村
の
農
産
物
全
体
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
推
進
す
る
た
め
、村
や
農
協
、

農
業
委
員
会
、商
工
会
な
ど
の
団
体

で
構
成
す
る
組
織
。

　
天
栄
米
栽
培
研
究
会
は
、良
食
味

米
の
生
産
に
取
り
組
み
た
い
方
々
が

組
織
し
て
い
る
生
産
者
の
団
体
で
あ

り
、構
成
員
や
活
動
内
容
が
異
な
っ

て
お
り
、組
織
を
統
合
し
、一体
的
な

活
動
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
団

体
ご
と
に
活
動
を
続
け
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管
理
）

認
証
の
取
得
が
急
務
だ
と
考
え

る
が
。　

　
村
も
支
援
し
、早
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な
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
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の
取
得
を
目
指
し
て
い
く
。
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［石川県津幡町］
認定こども園による子育て支援

総務
常任委員会

［石川県輪島市］
街並み環境整備事業と景観づくり

産業建設
常任委員会

　
輪
島
市
の
伝
統
産
業
で
あ
る
輪
島

塗
は
、室
町
時
代
よ
り
北
前
船
と
と

も
に
栄
え
、鳳
至
上
町
は
、こ
れ
ら
職

住一体
の
塗
師
の
家
の
た
た
ず
ま
い
が

今
で
も
残
っ
て
い
る
唯一の
地
区
で
あ

り
、塗
師
の
家
に
ふ
さ
わ
し
い
建
築
様

式
で
街
並
み
が
形
成
さ
れ
て
き
た
地

区
で
す
。

こ
の
街
並
み
を
整
備
す
る
た
め
の
道

路
拡
幅（
16ｍ
）に
あ
た
り
、建
物
解
体

や
移
動
方
式
で
は
、沿
道
に
空
き
地

が
で
き
る
の
で
な
な
い
か
と
の
懸
念

が
あ
っ
た
た
め
、セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
方
式

と
し
て
、助
成
金
制
度
を
導
入
し
、格

子
戸
修
景（
80
％
）、建
物
外
観
修
景

（
70
％
以
内
）、外
構
修
景（
70
％
以
内
）

な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
工
種
ご
と
に
２
０

０
万
円
を
限
度
額
と
し
て
助
成
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
道
路
拡
幅
部
分（
１ｍ
）は
、石

川
県
が
事
業
主
と
し
て
道
路
整
備
を

行
い
、輪
島
市
と
し
て
は
固
定
資
産

税
の
減
免
を
行
っ
て
お
り
、石
を
敷
く

な
ど
し
て
歩
道
と
し
て
活
用
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、道
路
の
美
装
化
を
行
う
と

と
も
に
使
わ
な
く
な
っ
た
蔵
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
地
域
の
交
流
サ
ロ
ン

と
し
て
利
活
用
す
る
な
ど
の
他
に
、地

区
住
民
の
た
め
の
小
公
園
、防
災
施

設
、生
活
環
境
施
設
の
整
備
等

を
行
い
、良
好
な
居
住
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。　

　
こ
れ
ら
景
観
整
備
助
成
事

業
は
、今
回
現
地
視
察
し
た
鳳

至
上
町
の
ほ
か
に
も
旧
輪
島

駅
を
再
整
備
し
た「
ふ
ら
っ
と

訪
夢
事
業
」に
伴
う
市
街
地
の

道
路
拡
幅
整
備
や
日
本
三
大

朝
市
と
称
さ
れ
全
国
か
ら
買

い
物
客
が
押
し
寄
せ
る「
輪
島

朝
市
」の
電
線
類
の
地
中
化
工

事
な
ど
に
も
適
用
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
助
成
事
業
は
平
成
19

年
３
月
25
日
に
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
の
際
に
は
、既
に
制
度

化
さ
れ
て
い
た
た
め
、観
光
都
市
輪

島
の
復
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、完
成
の
目
途
が
立
っ
て
い
な

か
っ
た
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
る
輪
島
湾
埋
立
事
業
が
、県
の

震
災
復
興
重
点
事
業
に
位
置
づ
け
ら

れ
、大
規
模
駐
車
場
や
観
光
交
流
施

設
、ボ
ー
ト
パ
ー
ク
の
整
備
が
進
め

ら
れ
、約
３
年
間
で
事
業
完
了
が
図

ら
れ
ま
し
た
。そ
の
結
果
、震
災
前
約

90
万
で
あ
っ
た
観
光
客
数
が
１
０
０

万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
認
定
こ
ど
も
園
と
は
、教
育
と
保

育
を一体
的
に
行
う
施
設
で
あ
り
、地

域
の
実
情
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
の
選
択
が
可
能
と
な
り
、幼
保

連
携
型
、幼
稚
園
型
、保
育
所
型
、地

方
裁
量
型
な
ど
多
様
な
タ
イ
プ
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
津
幡
町
に
あ
る
４
つ
の
施
設
は
い

ず
れ
も
幼
保
連
携
型
で
あ
り
、幼
稚

園
教
諭
と
保
育
士
の
双
方
の
資
格

を
有
す
る
保
育
教
諭
を
配
置
し
て

い
ま
す
。

　
施
設
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、保
育

所
と
は
異
な
り
親
の
就
業
の
有
無
や

保
育
の
必
要
性
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、ま

た
親
の
就
業
時
間
、離

職
、出
産・育
児
休
業

の
変
化
が
あ
っ
て
も
、

通
い
な
れ
た
園
を
離

れ
る
こ
と
な
く
安
心

し
て
保
育
教
育
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

津
幡
町
で
は
４
つ
の

認
定
こ
ど
も
園
と
８

つ
の
保
育
所
、２
つ
の

幼
稚
園
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
今
回
現

地
視
察
し
た
住
吉
こ

ど
も
園
は
平
成
22
年

度
か
ら
、従
来
の
町
立

保
育
所
か
ら
社
会
福
祉
法
人
に
移
行

し
ま
し
た
。

  

こ
れ
は
園
舎
の
老
朽
化
に
伴
う
改

修
費
の
国
庫
補
助
金
が
制
度
上
無
く

な
っ
た
現
在
、町
単
独
で
の
施
設
整
備

は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、民
営
化

に
よ
り
財
源
の
確
保
を
図
っ
た
も
の

で
す
。

 
　
こ
の
民
営
化
に
よ
っ
て
、現
在
８
つ

あ
る
町
立
保
育
園
と
４
つ
の
私
立
認

定
こ
ど
も
園
と
の
関
係
に
ど
の
よ
う

な
変
化
が
生
じ
た
か
と
い
う
と
、町

立
保
育
園
の
定
員
総
数
が
９
５
９
人

に
対
し
在
籍
数
が
７
０
８
人
と
７
３

％
の
入
所
率
に
対
し
、認
定
こ
ど
も

園
の
定
員
総
数
６
３
１
人
に
対
し
、

90
％
に
あ
た
る
５
７
１
人
が
在
籍
し

て
保
護
者
か
ら
の
人
気
の
高
さ
が
伺

え
ま
す
。ま
た
年
度
当
初
の
園
児
募

集
で
も
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
入
所
希

望
者
が
多
く
、年
度
途
中
の
入
所
希

望
者
は
公
立
保
育
所
で
の
受
け
入
れ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

住吉こども園を視察

輪島市役所にて研修 津幡町役場にて研修

鳳至上町の街並み環境整備を視察

津
幡
町
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
現
状

鳳
至
上
町
に
お
け
る
街
並
み
環
境
整
備
事
業

ふ
げ
し
か
み
ま
ち

6月28日～30日、総務常任委員会（委員長:小山克彦）と産業建設常任員会（委員長:揚妻一男）が先進地視察として石川県津幡町と輪島市を訪れ、行政調査を行いました。行政調査
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認定こども園による子育て支援

総務
常任委員会

［石川県輪島市］
街並み環境整備事業と景観づくり

産業建設
常任委員会

　
輪
島
市
の
伝
統
産
業
で
あ
る
輪
島

塗
は
、室
町
時
代
よ
り
北
前
船
と
と

も
に
栄
え
、鳳
至
上
町
は
、こ
れ
ら
職

住一体
の
塗
師
の
家
の
た
た
ず
ま
い
が

今
で
も
残
っ
て
い
る
唯一の
地
区
で
あ

り
、塗
師
の
家
に
ふ
さ
わ
し
い
建
築
様

式
で
街
並
み
が
形
成
さ
れ
て
き
た
地

区
で
す
。

こ
の
街
並
み
を
整
備
す
る
た
め
の
道

路
拡
幅（
16ｍ
）に
あ
た
り
、建
物
解
体

や
移
動
方
式
で
は
、沿
道
に
空
き
地

が
で
き
る
の
で
な
な
い
か
と
の
懸
念

が
あ
っ
た
た
め
、セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
方
式

と
し
て
、助
成
金
制
度
を
導
入
し
、格

子
戸
修
景（
80
％
）、建
物
外
観
修
景

（
70
％
以
内
）、外
構
修
景（
70
％
以
内
）

な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
工
種
ご
と
に
２
０

０
万
円
を
限
度
額
と
し
て
助
成
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
道
路
拡
幅
部
分（
１ｍ
）は
、石

川
県
が
事
業
主
と
し
て
道
路
整
備
を

行
い
、輪
島
市
と
し
て
は
固
定
資
産

税
の
減
免
を
行
っ
て
お
り
、石
を
敷
く

な
ど
し
て
歩
道
と
し
て
活
用
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、道
路
の
美
装
化
を
行
う
と

と
も
に
使
わ
な
く
な
っ
た
蔵
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
地
域
の
交
流
サ
ロ
ン

と
し
て
利
活
用
す
る
な
ど
の
他
に
、地

区
住
民
の
た
め
の
小
公
園
、防
災
施

設
、生
活
環
境
施
設
の
整
備
等

を
行
い
、良
好
な
居
住
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。　

　
こ
れ
ら
景
観
整
備
助
成
事

業
は
、今
回
現
地
視
察
し
た
鳳

至
上
町
の
ほ
か
に
も
旧
輪
島

駅
を
再
整
備
し
た「
ふ
ら
っ
と

訪
夢
事
業
」に
伴
う
市
街
地
の

道
路
拡
幅
整
備
や
日
本
三
大

朝
市
と
称
さ
れ
全
国
か
ら
買

い
物
客
が
押
し
寄
せ
る「
輪
島

朝
市
」の
電
線
類
の
地
中
化
工

事
な
ど
に
も
適
用
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
助
成
事
業
は
平
成
19

年
３
月
25
日
に
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
の
際
に
は
、既
に
制
度

化
さ
れ
て
い
た
た
め
、観
光
都
市
輪

島
の
復
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、完
成
の
目
途
が
立
っ
て
い
な

か
っ
た
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
る
輪
島
湾
埋
立
事
業
が
、県
の

震
災
復
興
重
点
事
業
に
位
置
づ
け
ら

れ
、大
規
模
駐
車
場
や
観
光
交
流
施

設
、ボ
ー
ト
パ
ー
ク
の
整
備
が
進
め

ら
れ
、約
３
年
間
で
事
業
完
了
が
図

ら
れ
ま
し
た
。そ
の
結
果
、震
災
前
約

90
万
で
あ
っ
た
観
光
客
数
が
１
０
０

万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
認
定
こ
ど
も
園
と
は
、教
育
と
保

育
を一体
的
に
行
う
施
設
で
あ
り
、地

域
の
実
情
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
の
選
択
が
可
能
と
な
り
、幼
保

連
携
型
、幼
稚
園
型
、保
育
所
型
、地

方
裁
量
型
な
ど
多
様
な
タ
イ
プ
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
津
幡
町
に
あ
る
４
つ
の
施
設
は
い

ず
れ
も
幼
保
連
携
型
で
あ
り
、幼
稚

園
教
諭
と
保
育
士
の
双
方
の
資
格

を
有
す
る
保
育
教
諭
を
配
置
し
て

い
ま
す
。

　
施
設
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、保
育

所
と
は
異
な
り
親
の
就
業
の
有
無
や

保
育
の
必
要
性
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、ま

た
親
の
就
業
時
間
、離

職
、出
産・育
児
休
業

の
変
化
が
あ
っ
て
も
、

通
い
な
れ
た
園
を
離

れ
る
こ
と
な
く
安
心

し
て
保
育
教
育
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

津
幡
町
で
は
４
つ
の

認
定
こ
ど
も
園
と
８

つ
の
保
育
所
、２
つ
の

幼
稚
園
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
今
回
現

地
視
察
し
た
住
吉
こ

ど
も
園
は
平
成
22
年

度
か
ら
、従
来
の
町
立

保
育
所
か
ら
社
会
福
祉
法
人
に
移
行

し
ま
し
た
。

  

こ
れ
は
園
舎
の
老
朽
化
に
伴
う
改

修
費
の
国
庫
補
助
金
が
制
度
上
無
く

な
っ
た
現
在
、町
単
独
で
の
施
設
整
備

は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、民
営
化

に
よ
り
財
源
の
確
保
を
図
っ
た
も
の

で
す
。

 

　
こ
の
民
営
化
に
よ
っ
て
、現
在
８
つ

あ
る
町
立
保
育
園
と
４
つ
の
私
立
認

定
こ
ど
も
園
と
の
関
係
に
ど
の
よ
う

な
変
化
が
生
じ
た
か
と
い
う
と
、町

立
保
育
園
の
定
員
総
数
が
９
５
９
人

に
対
し
在
籍
数
が
７
０
８
人
と
７
３

％
の
入
所
率
に
対
し
、認
定
こ
ど
も

園
の
定
員
総
数
６
３
１
人
に
対
し
、

90
％
に
あ
た
る
５
７
１
人
が
在
籍
し

て
保
護
者
か
ら
の
人
気
の
高
さ
が
伺

え
ま
す
。ま
た
年
度
当
初
の
園
児
募

集
で
も
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
入
所
希

望
者
が
多
く
、年
度
途
中
の
入
所
希

望
者
は
公
立
保
育
所
で
の
受
け
入
れ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

住吉こども園を視察

輪島市役所にて研修 津幡町役場にて研修

鳳至上町の街並み環境整備を視察

津
幡
町
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
現
状

鳳
至
上
町
に
お
け
る
街
並
み
環
境
整
備
事
業

ふ
げ
し
か
み
ま
ち

6月28日～30日、総務常任委員会（委員長:小山克彦）と産業建設常任員会（委員長:揚妻一男）が先進地視察として石川県津幡町と輪島市を訪れ、行政調査を行いました。行政調査



天栄村議会だより
No.13910天栄村議会だより

No.13911

活動議会 員委 会の

住民が読みたくなる「議会だより」を目指して
　郡山市ビッグパレットふくしまにおいて、県町村議会議
長会が主催する町村議会広報研修会が行われ、議会広報
常任委員４名が参加しました。研修会では「もっと身近に、
もっと読まれる議会広報紙づくり」と題し、広報アナリスト
の吉村潔氏による広報紙作成におけるポイントなどの研
修、さらには本村「議会だより」のクリニック（改善点やア
ドバイス）を受け、読みやすい構成とはどういったものか
を学びました。村民の皆様が読みやすく、わかりやすい紙
面となるよう編集に取り組んでまいります。

議会広報常任委員会

見やすい広報紙の構成を学ぶ

▶町村議会広報研修会／平成29年5月22日

総会で事業計画予算決める
　天栄村、鏡石町の議会議員で構成される岩瀬地方町村
議会議員協議会は、合同での視察研修や講演会を通して、
岩瀬管内の振興を考え、情報交換を行っています。
　平成２９年度総会が５月２４日（水）鏡石館を会場に開催
され、平成２８年度事業報告と収支決算報告並びに平成２
９年度の事業計画と収支予算を原案どおり承認、可決し
ました。
　引き続き役員改選が行われ、新会長には天栄村議会の
廣瀬和吉議長が、新副会長には鏡石町議会の渡辺定己
議長が選任されました。 開会の言葉を述べる廣瀬議長

▶岩瀬地方議会議員協議会総会／平成29年5月24日

国道１１８号並びに２９４号の改良整備促進を決議
　福島県町村議会議長会総会は、６月２日福島市の自治
会館で開催されました。
　議事では、天栄村関連議題の「国道１１８号並びに２９４
号の改良整備促進を求める要望」の他、各地方からの提
出の２１議案が採択されました。
　引き続き、新役員の選考が諮られ、県議長会の会長に
は小野町の村上昭正議長、副会長には会津坂下町の古
川庄平議長、新地町の菊池正文議長が、天栄村議会の廣
瀬和吉議長は監事に就任しました。 監事へ就任し、挨拶に立つ廣瀬議長（写真中央）

▶県町村議会議長会定期総会／平成29年6月2日

関東地方天栄村人会にて意見交換
　７月９日東京グリーンパレスにて、平成２９年度総会
が実施され、議会議員９名が出席しました。
　今年で結成から３７年を迎える総会では、廣瀬議長
が議会を代表して挨拶し、６月に安全祈願祭・起工
式が行われた鳳坂峠トンネルや議会の活動状況につ
いて報告しました。
　また、総会後に開催された懇親会では、桂幸丸さ
んによる独演会や天栄村出身の星ゆうこさんによる
歌謡ショーが行われました。
　歓談の時間では、会員の方々のご意見や村に対す
る思いを伺うなど、貴重な意見交換の場となりました。

▶関東地方天栄村人会総会／平成29年7月9日

会津若松天栄間の道路整備の促進について決議
　会津若松天栄間道路促進期成同盟会の総会
が、本村ブリティッシュヒルズにて開催されま
した。廣瀬議長、産業建設常任委員５名（揚
妻委員長・服部副委員長・熊田委員・円谷委員・
後藤委員）が出席し、事業報告や整備促進を
求める決議について話し合いました。
　本期成同盟会は、会津若松市と天栄村を結
ぶ市道及び村道の道路整備について、要望活
動を行っています。要望事項には、村道黒沢
線における未整備区間の早期整備等の内容が
含まれています。 決議案を読み上げる揚妻産建委員長

鏡開きの様子

会員の方々による合唱祝辞を述べる廣瀬議長

▶会津若松天栄間道路促進期成同盟会総会／平成29年7月7日
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晴
れ
間
か
ら
外
を
見
渡
す
と
田
植

え
も
す
っ
か
り
終
わ
り
、青
々
と
し
た
苗

が
す
く
す
く
と
育
って
い
ま
す
。

　
私
の
子
ど
も
の
頃
は
、６
月
が
田
植

え
の
本
番
で
し
た
が
、今
は
５
月
中
に
は

ほ
と
ん
ど
の
家
が
終
わ
る
よ
う
で
す
。

昔
と
比
べ
ま
す
と
１
ヶ
月
、あ
る
い
は
そ

れ
以
上
早
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
そ
ん
な
中
、６
月
16
日
、表
紙
の
写
真

に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、国
道
１
１
８

号
鳳
坂
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
安
全
祈
願
祭

及
び
起
工
式
が
執
り
行
わ
れ
、総
延
長

２
．５
ｋｍ
、平
成
33
年
度
中
の
完
成
を

目
指
し
、い
よ
い
よ
工
事
に
ゴ
ー
サ
イ
ン

が
で
ま
し
た
。完
成
し
ま
す
と
、湯
本・

二
岐
方
面
の
距
離
が
グ
ン
と
近
く
な
り
、

村
の
風
景
も
一
味
違
っ
た
も
の
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　
本
当
に
長
い
間
、国
や
県
に
陳
情
を

重
ね
、こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。感
慨
深
い一日
で
し
た
。

定例会は3月、6月、9月、12月に
行われます。詳しくは議会事務局
へお問い合わせください。

議会のホームページが開設されていま
す。議会の概要、会議録（平成24年3月以
降の定例会・臨時会）、議会だよりが掲載
されています。

平成29年7月27日発行
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　本議会でも長年に渡り要望
活動を進めてきた鳳坂トンネ
ルの安全祈願祭及び起工式
が鳳坂峠羽鳥展望台にて執り
行われました。
　鳳坂トンネル（仮称）は天栄
村大字牧之内地内を起点とし、
大字羽鳥地内に至る全長約
3.4ｋｍを整備するものです。
完成すると延長2.5ｋｍの長
大トンネルや羽鳥湖に架かる
橋が整備される予定となって
います。
　トンネルが開通されること
により、冬期間における交通
の安全確保や産業・観光の振
興が図られることが期待され
ます。

国道１１８号鳳坂トンネル（仮称）
安全祈願祭・起工式
［平成29年6月16日］

トンネル全体平面図

（県資料より引用）


